
部活動アンケート

【教員用】
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３ １で「いいえ」と回答した方に聞きます。部活動の顧問をしていない理由を教えて下

さい。

・養護教諭の職務との兼任に困難さを感じるため

・特に打診されなかったため。

・部員がいなくなったため。
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６ 現在顧問をしている方は、今後もこれまでどおり顧問を続けたいと思いますか。また、
現在顧問をしていない方は、今後顧問をしたいと思いますか。
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７ 部活動のあり方について、課題に感じていることとして当てはまるものを選んでくだ
さい。（複数回答可）
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７−① 「その他」の内容について、具体的に記述してください。

・現在、自分が専門としている競技の部活動を顧問をさせていただいているので、部活動に対して前向きに捉えられています。

・自分の専門外の競技の部活動となると、負担感を感じてしまうと思います。

・経験がないサッカーの審判資格を取らされ、審判を行わなければならないこと。

・教員が顧問として「割り振られている」こと。そのため、指導したことのない運動部活動であっても顧問となる場合がある。競

技によっては、怪我や命の危険があるものも存在するので、安全面に不安がある。

・部活指導しない（活動場所につかない）教員が増えていること

・練習時間がどんどん削られて思うような成果が出せない。

・勤務時間外での活動になること。教員の自主的な活動とみなされていること。

・自校の生徒が参加しない大会等でも役員などがある。部活動数に対して教員が不足している。

・活動終了時刻が職員の終業時刻を超えていること。

・授業準備や校務分掌に関わる仕事、自分の学校以外の仕事(教科の専門委員や部長等、指導者等)を確保することができない。

・教材研究等教科の時間が十分に取れないこと。

・放課後の仕事が部活動後になり勤務時間が必然的に長くなる。

・活動を充実させるためには必要な楽器等が多くあるが、本校には楽器がほとんど無く、予算も割り当ててもらえる機会も少なく、

充実させたくてもできないことが多すぎて困っている

・一生懸命取り組みたい生徒と、無断欠席や友達との雑談の場にしている生徒の二極化。

・複数の不登校の生徒が部活のみ参加しており、そういう生徒ほど友達との雑談の場にしているため、対応が難しい。全員加入制

のため、規律を正す指導がしにくい。 11



８ 部活動を学校から地域へ移行することについてのお考えをご記入ください。

・時代の流れとして地域へ移行することはよいと思います。

・働き方改革になるのでいいと思います。

・地域に移行することは歓迎だが、部活動における責任の所在がどうなるのか。

・平日の活動も含めて外部指導に移行するべき。移行しないのであれば適切な手当を支給してほしい。

・専門的な指導が行われるのは良いことだが、教員と生徒の距離が遠くになってしまう可能性がある。実施する場合は、

やはり教員が関わる必要性があると考える。

・地域の方に専門的にご指導いただけることは生徒にとって大変有益だと思います。我々の負担も減るのでありがたい

です。しかし、外部指導者の方にご指導いただいたこともありますが、配慮を要する生徒の対応など心配な面もあり

ました。

・専門的な指導ができる部活動の顧問になれたとしたら、完全に地域に移行するのではなく、私自身も顧問として指導

にあたりたいと思っているが、専門外の部活動の場合は、大会等への引率も含め、完全に地域へ移行できるようにし

て頂きたい。

・クラブと部活動の共存は、大会運営上心配です。

・地域の方がはたしてやってくれるのか。移行できるのか。結局現状と変わらないのではと思う。
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